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今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成28年８月31日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,507人 （－6）
　　男：11,885人 （－12）
　　女：12,622人 （＋6）
世帯数：10,576世帯 （－4）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
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三
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学
校

 

本
田
　
七
奈
史
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

　
本
州
（
福
島
県
・
新
潟
県
以

南
）
、
四
国
、
九
州
（
宮
崎

県
）
に
分
布
。
県
内
で
は
、
主

に
標
高
400
〜
700
ｍ
の
吉
備
高
原

面
よ
り
南
に
生
育
。
町
内
で
は

呉
地
奥
、
ゆ
る
ぎ
岩
、
土
岐
城

山
頂
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
よ
く
似
た
ノ
ジ
ギ
ク
は
、
海

沿
い
の
傾
斜
地
に
生
え
、
葉
は
普

通
５
中
裂
、
基
部
も
広
め
で
す
。

　
栽
培
さ
れ
る
小
菊
は
、
本
種

や
ノ
ジ
ギ
ク
、
シ
マ
カ
ン
ギ
ク

等
か
ら
改
良
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
竜
脳
は
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ジ
ュ
か

ら
採
取
さ
れ
、
古
く
か
ら
頭
痛
、

て
ん
か
ん
等
の
薬
用
に
用
い
て

き
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ジ
ュ

は
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
な

ど
熱
帯
林
に
分
布
す
る
フ
タ
バ

ガ
キ
科
の
常
緑
大
高
木
で
す
。

【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

　
茎
や
葉
を
も
む
と
竜
脳
の
よ

う
な
揮
発
性
の
良
い
香
り
が
す

る
の
で
、
竜
脳
菊
の
名
が
あ
り

ま
す
。
樟
脳
に
似
た
香
り
で
す
。

　
低
山
や
丘
陵
の
日
当
た
り
の

良
い
草
原
や
斜
面
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
、
日
本
特
産
で
す
。

　
茎
は
細
く
、
ま
ば
ら
に
枝
を

分
け
、
白
毛
が
密
生
し
て
白
っ

ぽ
く
見
え
ま
す
。
花
期
に
は
、

や
や
這
う
よ
う
な
姿
に
な
り
、

崖
な
ど
で
は
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

　
葉
は
互
生
し
、
多
く
は
長
さ

４
〜
５
㎝
。
普
通
３
中
裂
、
基

部
は
広
い
楔く
さ
び形
で
す
。
裏
面
は

灰
白
色
の
Ｔ
字
状
の
細
毛
が
密

生
し
、
白
っ
ぽ
く
見
え
ま
す
。

　
花
期
は
10
〜
11
月
。
枝
先
に

頭
花
を
１
個
ず
つ
付
け
ま
す
。

頭
花
の
直
径
は
普
通
３
㎝
内
外
。

周
辺
部
の
舌
状
花
は
白
色
、
中

心
部
の
筒
状
花
は
黄
色
で
す
。

【
評
】　
夏
休
み
の
思
い
出

「
楽
し
か
っ
た
川
遊
び
」
を

描
き
ま
し
た
。
友
達
と
一
緒

に
川
の
中
の
生
き
物
を
探
し

て
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
様
子

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
動
き
の

あ
る
素
敵
な
作
品
に
な
り
ま

し
た
。

▲

　
熊
野
第
三
小
学
校
　
４
年
　
長
見
　
天
斗 

さ
ん

▲

　
熊
野
第
三
小
学
校
　
１
年
　
瀨
川
　
玲
華 

さ
ん

【
評
】　
全
体
的
に
よ
く
ま
と

ま
り
、
文
字
と
空
白
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
て
も
よ
い
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
画
の
長
さ
や
最
後
の
は
ら

い
ま
で
一
画
一
画
丁
寧
に
書

き
、
力
強
い
筆
遣
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

（325）

リュウノウギク
（キク科）

【
町
並
み
竹
灯
り

-

た
け
は
ら
憧
憬
の
路

-

】

　
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
町

並
み
保
存
地
区
が
、
竹
灯
り
を

使
っ
て
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。
竹
筒
５
千
本
か
ら

溢
れ
出
す
、
や
わ
ら
か
な
ろ
う

そ
く
の
光
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
秋

の
夜
長
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
ま

す
。
竹
オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
、
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
イ
ベン
ト
も
あ

り
ま
す
。

10
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

町
並
み
保
存
地
区

【
駐
車
場
】
竹
原
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
500
円
）

竹
原
市
産
業
振
興
課

０
８
４
６
‐
22
‐
７
７
４
５（商工観光課）


